
 

 

【 必要書類と提出する際の注意点について 】 

下記の該当する書類をご提出ください。  

  必要書類  提出する際の注意点  

①  申請書及び同意書  

  

・裏面の同意書も記入してください。  

・有価証券等，現金（いわゆるタンス預金），負債等がない場合には該当

欄に「０円」と記入してください 。 

・記入漏れ，押印漏れ，記名押印は明瞭かご確認ください。  

②  預金通帳のコピー  

下記（１）～（３）をご確認くだ

さい。  

・通帳・証書は必ず最新の取引まで記帳してください。  

・ネット銀行等で通帳の発行がない場合でも，同様に画面のコピー等書類

の提出が必要です。  

・配偶者のいる方は，同一世帯か別世帯かに関わらず，配偶者の所得及

び資産状況も支給要件に含まれます。配偶者の預金通帳のコピーも提

出してください。なお，配偶者には婚姻届を提出していない事実婚も含

みます。  

・コピーした用紙は通帳サイズに切り取らないでください。  

（１）口座名義  表紙を開き口座番号・名義等記載があるページをコピーしてください。  

（２）定期預金  定期預金残高の記載があるページをコピーしてください。  

総合口座の場合，記帳がない場合でも１ページ目をコピーしてください。 

（３）普通預金  直近２か月分以上の取引が記載されているページをコピーしてください。

年金の振込口座については，必ず年金の振込（２回分）が確認できるペ

ージをコピーしてください。  

③  有価証券及び投資信託，国

債等にかかる通知のコピー  

※有価証券や投資信託，国債をお持ちの方・行っている方  

証券会社や銀行，信託銀行の口座名義，残高等の記載がある書類をコピ

ーしてください。  

④  金・銀など，時価評価額が容

易に把握しやすい貴金属の

購入にかかる書類のコピー  

※時価評価額が容易に把握しやすい貴金属をお持ちの方  

購入先の銀行等の口座名義，残高等の記載箇所をコピーしてください。

積立て購入を含みます。  

⑤  負債（借入金・住宅ローン

等）にかかる書類のコピー  

※上記②～④の資産の合計が預貯金基準額を超える方で負債のある方  

借用証書など（借主，貸付額の記載があり，申請日時点で残額が確認で

きる書類）を確認してコピーしてください。  

預貯金額など資産の合計が基準額を超えている場合は，負債を差し引い

て審査します。  

⑥  生活保護需給証明書  ※生活保護受給中の方  

⑦  成年後見人であることがわ

かる書類  

※成年後見人がついている方  

家庭裁判所が発行する証書のコピーなど  

  

疑義がある場合を除き，申告に基づいて審査します。ただし，虚偽の申告により不正に特定入所者介護サービ 

ス費等を受給した場合には，介護保険法第２２条第１項の規定に基づき，支給された額及び最大２倍の加算金 

を返還していただくことがあります。  

    

  

更新申請用（前年度預貯金基準額８割以上） 

新規申請用 
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寡婦年金 国民年金　寡婦

国民年金遺児年金 国民年金　遺児

遺族基礎年金（母子福祉年金裁定替え分） 国民年金　遺族基礎

遺族基礎年金（準母子福祉年金裁定替え分）

【　対象となる非課税年金について　】

国民年金　遺族基礎

国民年金母子年金 国民年金　母子

国民年金準母子年金 国民年金　準母子

国民年金寡婦年金 国民年金　寡婦

遺族

通算遺族

厚生年金　遺児

厚生年金　特例遺族

船員保険寡婦年金 船員保険年金　寡婦

厚生年金保険遺児年金

厚生年金保険特例遺族年金（新法含む）

厚生年金　かん夫

遺族共済

遺族基礎年金

遺族基礎年金（短期） 国民年金　遺族基礎

厚生年金　遺族厚生

※遺族基礎年金併給の場合，11と同様
遺族厚生年金

国民年金・厚生年金　　遺族基礎厚生

遺族厚生年金（4号厚年）

遺族年金（共済）

通算遺族年金

厚生年金保険かん夫年金

遺族共済年金（一元化法附則第41条1項の規定）

遺族共済年金（一元化法附則第65条1項の規定）

遺族共済年金（一元化法改正前の共済法の規定）

厚生年金保険通算遺族年金

厚生年金保険遺族年金

厚生年金　寡婦

厚生年金　通算遺族

船員保険遺族年金 船員保険年金　遺族

船員保険障害年金 船員保険年金　障害

船員保険遺児年金 船員保険年金　遺児

遺族厚生年金（2号厚年），遺族厚生年金（3号厚年）

遺族共済年金

障害共済

※遺族厚生年金併給の場合，

厚生年金保険寡婦年金

船員保険特例遺族年金 船員保険年金　特例遺族

障害共済年金

障害共済年金（一元化法改正前の共済法の規定）

障害共済年金（一元化法附則第41条1項の規定）

障害共済年金（一元化法附則第65条1項の規定）

船員保険通算遺族年金 船員保険年金　通算遺族

障害厚生年金（2号厚年），障害厚生年金（3号厚年）

障害厚生年金（4号厚年）

厚生年金　障害厚生

※障害基礎年金併給の場合，２と同様
障害厚生年金

国民年金障害年金 国民年金　障害

厚生年金保険障害年金 厚生年金　障害

障害基礎年金（障害福祉年金裁定替え分） 国民年金　障害基礎

障害基礎年金（短期） 国民年金　障害基礎

障害基礎年金（20歳前） 国民年金　障害基礎

対象年金
振込通知書等に出力される

年金種別の文言（例）

国民年金　障害基礎

障害基礎年金

障害年金（共済）

※障害厚生年金併給の場合，

国民年金・厚生年金　　障害基礎厚生

 


